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危
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廃
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解
体
撤
去
に
助
成
金
条
例
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設
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なかとんべつ町議会だより１８０号 ２

平成25年
第１回
定例会

　平成25年第１回定例会が、３月５日から14日まで10日間の会期
で開かれました。
　３月５日の行政報告で野邑町長は、昨年10月より、岩手地区の
第三者経営移譲希望農家において酪農研修を行っていた新規就農
希望者が配偶者の健康上の理由から研修を中止したこと、平成15
年から10年間の契約により委託を行っていた歯科診療所業務につ
いて、契約期間が満了することに伴い、竹澤憲幸歯科医師から契
約を更新しない旨の申し出があり、新たに杉澤宗一郎歯科医師と
の間で契約を結ぶ協議を進めていることの2点を報告しました。
　恒例のサンデー議会は、３月10日に開かれ、町政執行方針、教
育行政執行方針の表明に続き、６名の議員が一般質問を行いまし
た。
　一般質問の様子は、役場ロビーと町民センターに配信され、５
名（うち役場３名）の町民がテレビの前の論戦に耳を傾けました。
　今定例会では、町長から提案された36議案を審議。新型インフ
ルエンザ等対策本部条例ほか新規制定条例案８件、いきいきふる
さと推進条例ほか一部改正条例案３件はいきいきふるさと常任委
員会（星川三喜男委員長）に付託。平成25年度一般会計予算案ほ
か７会計予算案は、全議員で構成する「予算審査特別委員会」
（宮崎泰宗委員長）に付託。
　それぞれの委員会審議を経て再開された本会議で、原案どおり
可決されました。
　会期最終日には、「平成25年度地方財政対策に関する意見書
（案）」、「ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する意見書（案）」が
議員発議により提出され、全会一致で可決されました。
　すべての議案の審議を終えたため、会期を１日残して13日に閉
会しました。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
確
保

〜
小
頓
別
地
区
に
集
落
活
動
支
援
員
を
配
置
〜

自
治
会
活
動
、
買
い
物
・
通
院
・
除
雪
な
ど
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

平成25年
第１回
定例会



なかとんべつ町議会だより１８０号３

○ 

議
案
第
24
号　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
25
号　

平
成
24
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計 

　
　
　
　
　
　
　

 

補
正
予
算

○ 

議
案
第
26
号　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　
　
　
　
　
　
　

 

計
補
正
予
算

○ 
議
案
第
27
号　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会

　
　
　
　
　
　
　

 

計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
28
号　

平
成
24
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
29
号　

平
成
24
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

　
　
　
　
　
　
　

 
正
予
算

○ 

発
議
第
１
号　

議
会
会
議
規
則
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
２
号　

防
災
会
議
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
７
号　

障
害
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定

　
　
　
　
　
　
　

 

め
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
８
号　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資
金

　
　
　
　
　
　
　

 

の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
21
号　

町
道
路
線
の
変
更

○ 

議
案
第
22
号　

町
道
路
線
の
廃
止

○ 

議
案
第
23
号　

町
道
路
線
の
認
定

○ 

議
案
第
10
号　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
環
境
美
化
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　

 

条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
19
号　

水
道
事
業
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
20
号　

公
共
下
水
道
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
５
号　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

○ 

議
案
第
11
号　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

　
　
　
　
　
　
　

 

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　
　
　
　
　
　
　

 

め
る
条
例

○ 

議
案
第
12
号　

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　

 

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

　
　
　
　
　
　
　

 

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

　
　
　
　
　
　
　

 

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

　
　
　
　
　
　
　

 

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○ 

議
案
第
15
号　

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め
る

　
　
　
　
　
　
　

 

条
例

○ 

議
案
第
16
号　

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化

　
　
　
　
　
　
　

 

の
促
進
に
係
る
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基

　
　
　
　
　
　
　

 

準
を
定
め
る
条
例

○ 

議
案
第
17
号　

準
用
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術
的

　
　
　
　
　
　
　

 

基
準
を
定
め
る
条
例

○ 

議
案
第
18
号　

町
営
住
宅
等
の
整
備
に
関
す
る
基
準
を
定

　
　
　
　
　
　
　

め
る
条
例

○ 

議
案
第
３
号　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
推
進
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
条
例
（
一

　
　
　
　
　
　
　

 

部
改
正
）

○ 

議
案
第
６
号　

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

 

（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
９
号　

町
立
歯
科
診
療
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　

 

る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
13
号　

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
助
成
条
例

○ 

議
案
第
14
号　

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
助
成
条
例

○ 

議
案
第
30
号　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

○ 

議
案
第
31
号　

平
成
25
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

 

予
算　
　
　
　
　

○ 

議
案
第
32
号　

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　
　
　
　
　
　
　

 

計
予
算

○ 

議
案
第
33
号　

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会

　
　
　
　
　
　
　

 

計
予
算

○ 

議
案
第
34
号　

平
成
25
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
35
号　

平
成
25
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
36
号　

平
成
25
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 
議
案
第
37
号　

平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

　
　
　
　
　
　
　

 

会
計
予
算

○ 
発
議
第
２
号　

平
成
25
年
度
地
方
財
政
対
策
に
関
す
る
意

　
　
　
　
　
　
　

 

見
書

○ 

発
議
第
３
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関
す
る
意

　
　
　
　
　
　
　

 
見
書

○ 

請
願
第
１
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関
す
る
請
願

第１回定例会で
　　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

第１回定例会で
　　　　決まりました

※
 

○ 

は
原
案
可
決

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員会を
実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、６月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

質
　
問

●
買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
策
を

　
近
年
、
移
動
手
段
が
な
い
高
齢
者
を
中
心

と
す
る
買
い
物
弱
者
が
増
え
て
い
る
。
買
い

物
を
医
療
や
介
護
と
同
様
、
生
命
に
関
わ
る

問
題
と
し
て
捉
え
、
身
体
的
・
経
済
的
に
も

買
い
物
が
難
し
い
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
行
政
は
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考

え
て
い
く
の
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
保
健
福
祉
課
長

　

宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
中
頓
別
町

農
協
購
買
車
が
廃
止
と
な
っ
た
折
に
中
頓
別

町
商
工
会
加
盟
店
に
よ
る
対
応
の
継
続
等
を

依
頼
し
て
い
る
。

　

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
事
業
の
チ
ケ

ッ
ト
配
布
枚
数
を
24
枚
か
ら
48
枚
に
増
や
し
、

病
院
へ
の
通
院
だ
け
で
な
く
買
い
物
等
の
用

途
に
も
っ
と
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
。

　

小
頓
別
地
区
に
お
い
て
は
、
集
落
活
性
化

事
業
と
し
て
集
落
支
援
員
を
配
置
す
る
中
で

買
い
物
支
援
等
の
取
り
組
み
を
行
う
。

　

懸
案
で
あ
る
天
北
線
バ
ス
路
線
の
抜
本
的

な
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
に
天

北
線
代
替
輸
送
対
策
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、

国
庫
補
助
を
受
け
て
今
後
の
地
域
公
共
交
通

確
保
維
持
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

患
者
輸
送
車
を
週
２
回
運
行
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
通
院
患
者
だ
け
で
な
く
、
買
い
物
に

も
利
用
し
て
も
ら
え
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

質
　
問

●
若
者
の
定
住
対
策
に
つ
い
て

　
地
方
の
各
市
町
村
で
は
、
少
子
高
齢
化
と

人
口
減
少
が
続
く
な
か
、
若
者
の
定
住
促
進

や
団
塊
世
代
の
受
け
入
れ
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
町
で
も
年
々
高
齢
者
人
口
が
増
え
続
け

る
一
方
、
若
年
層
を
含
む
労
働
人
口
の
減
少

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
こ
の
町
を
残
し
て
い
く

た
め
に
も
若
い
人
の
声
に
本
気
で
耳
を
傾
け

て
、
思
い
切
っ
た
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の
所
見
は
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

当
町
に
住
ん
で
い
る
農
業
・
商
工
業
の
ほ

か
福
祉
施
設
等
で
働
く
若
い
人
達
の
声
を
聴

く
機
会
を
作
り
、
出
さ
れ
た
意
見
や
考
え
方

を
参
考
に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
。

質
　
問

●
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
町
政
執
行
方
針
の
中
で
、
防
災
訓
練
の
実

施
や
防
災
備
品
等
の
整
備
が
謳
わ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
と
内
容
に
な
る
の

か
。

　
ま
た
、
先
日
の
吹
雪
で
国
道
・
道
道
は
通

行
止
に
な
っ
て
い
た
が
、
町
道
か
ら
道
道
に

入
り
込
ん
だ
車
の
い
た
ま
し
い
事
故
の
報
道

が
あ
っ
た
。
町
道
の
通
行
規
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
　
弁
　
○
和
田
総
務
課
長

　

今
年
度
は
規
模
を
や
や
拡
大
し
て
継
続
し

て
ま
い
り
た
い
。

　

防
災
備
品
の
整
備
は
、
暴
風
雪
に
よ
る
冬

期
の
大
規
模
停
電
や
河
川
氾
濫
な
ど
を
想
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
短
期
間
の
非
難
に
備
え
、

避
難
場
所
と
な
る
自
治
会
館
な
ど
に
灯
油
ス

ト
ー
ブ
、
発
電
機
な
ど
を
貸
与
し
、
万
が
一

の
備
え
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
計
画
的
な
備
品
整
備
に
努
め
、

自
助
、
共
助
、
公
助
を
基
本
に
防
災
機
能
を

強
化
し
た
い
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員

星
川
三
喜
男 

議
員

　第１回定例会は、町長が町政執行方針、教育長が教育行政執行方針を表明。６議員
が一般質問を行いました。
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質　

問

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
対
応
に
つ
い
て

　

先
般
、
安
倍
総
理
大
臣
は
オ
バ
マ
大
統
領

と
の
会
談
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
意
向
を
示

し
た
が
、
酪
農
地
帯
の
本
町
に
と
っ
て
重
大

な
問
題
で
関
心
事
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
例
外
な
き
関
税
撤
廃
に
つ
な
が

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
具
体
的
な
行
動
が
必

要
と
考
え
る
が
町
長
の
所
信
は
。

答　

弁　

○
野
邑
町
長

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
反
対
の
意
思

表
示
を
明
確
に
示
し
て
き
た
。
今
も
そ
の
考

え
方
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
北
海
道
町
村
会

の
一
員
と
し
て
、
政
府
に
対
し
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」

へ
の
交
渉
参
加
に
つ
い
て
は
、
道
民
合
意
が

な
い
ま
ま
行
わ
な
い
こ
と
を
強
く
申
し
入
れ

て
き
た
。

　

問
題
が
大
変
大
き
い
こ
と
か
ら
、
町
独
自

と
し
て
は
具
体
的
な
行
動
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
も
北
海
道
町
村
会
を
通
じ
て
反
対

を
訴
え
て
い
く
。

質　

問

●
光
通
信
と
テ
レ
ビ
難
視
聴
解
消
に
つ
い
て

①　

光
通
信
実
現
の
見
通
し
に
つ
い
て
仮
申

　

込
者
の
現
状
を
伺
う
。
仮
申
込
者
が
２
２

　

０
名
に
達
し
な
い
場
合
は
実
現
で
き
な
い

　

の
か
。

②　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
を
ど
の
よ

　

う
に
解
消
す
る
の
か
。
市
街
地
の
難
視
解

　

消
で
、
本
町
の
税
金
負
担
は
発
生
す
る
の

　

か
。
解
消
さ
れ
る
52
戸
の
受
益
者
負
担
は

　

い
く
ら
か
。
特
別
な
受
信
機
は
必
要
か
。

③　

ど
ち
ら
も
市
街
地
を
対
象
と
し
た
事
業

　

だ
が
、
市
街
地
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は

　

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

弁　

○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①　

商
工
会
青
年
部
と
協
力
し
、
「
中
頓
別

　

町
フ
レ
ッ
ツ
光
誘
致
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、

　

２
月
末
で
仮
申
込
者
数
は
１
３
０
名
と
な

　

っ
て
い
る
。
３
月
末
で
２
２
０
名
の
目
標

　

を
ク
リ
ア
で
き
な
い
場
合
は
、
４
月
以
降

　

も
確
保
を
継
続
す
る
。

②　

難
視
解
消
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
３
５

　

０
万
円
の
町
負
担
が
生
じ
る
。
対
象
と
な

　

っ
て
い
る
52
戸
に
つ
い
て
は
、
あ
か
ね
、

　

小
頓
別
地
区
と
同
様
、
月
額
２
０
０
円
な

　

い
し
３
０
０
円
程
度
の
額
を
負
担
し
て
い

　

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
特
別
な
受
信
機
は

　

必
要
な
い
。

③　

市
街
地
以
外
の
光
通
信
実
現
は
、
現
段

　

階
で
は
具
体
的
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　

小
頓
別
、
上
頓
別
、
敏
音
知
地
区
は
、

　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
対
策
案
を
実
施
し

　

て
い
き
た
い
。
兵
安
、
神
埼
地
区
は
、
超

　

難
視
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
現
行
の

　

手
法
以
外
で
の
解
消
に
つ
い
て
調
査
中
で

　

あ
る
。

質　

問

●
民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
助
成
と
廃
屋
撤
去
補

　

助
制
度
に
つ
い
て

①　

民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
の
見
込
み
は
あ
る

　

の
か
。
１
戸
に
つ
き
３
０
０
万
円
の
補
助

　

金
と
し
た
根
拠
は
何
か
。
補
助
の
公
共
性

　

を
保
つ
た
め
に
、
公
営
住
宅
並
み
の
家
賃

　

設
定
に
す
る
こ
と
や
、
入
居
者
の
職
場
が

　

偏
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
指
導
す
べ
き
で
は

　

な
い
か
。

　
　

金
融
機
関
の
融
資
を
受
け
、
建
物
や
土

　

地
が
担
保
と
な
っ
て
も
問
題
は
無
い
の
か
。

②　

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
の
見
込
み
は
あ
る

　

の
か
。
50
万
円
の
補
助
で
は
、
大
き
な
建

　

物
の
解
体
に
利
用
し
に
く
い
が
、
所
有
者

　

の
意
向
確
認
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

③　

民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
、
危
険
廃
屋
解
体

　

撤
去
の
申
請
が
予
算
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場

　

合
、
補
正
予
算
を
提
案
す
る
の
か
。

答　

弁　

○
野
邑
町
長

①　

町
内
の
法
人
で
一
件
、
平
成
25
年
度
中

　

に
８
戸
分
の
建
設
を
し
た
い
と
の
相
談
を

　

受
け
て
い
る
。

　
　

３
０
０
万
円
の
補
助
金
と
し
た
根
拠
は
、

　

他
町
村
の
実
績
を
参
考
と
し
た
。
少
し
で

　

も
安
い
賃
料
で
広
く
住
民
が
入
居
で
き
る

　

よ
う
事
業
者
に
求
め
て
い
き
た
い
。

　
　

金
融
機
関
等
か
ら
の
融
資
に
つ
い
て
は
、

　

認
定
の
判
断
基
準
で
は
な
い
。
建
築
基
準

　

法
に
適
合
す
る
住
宅
を
広
く
個
人
や
法
人

　

に
建
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

弁　

○
中
原
産
業
建
設
課
長

②　

対
象
と
な
る
建
築
物
等
は
80
件
程
度
に

　

な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

一
般
的
な
住
宅
解
体
費
用
の
２
分
の
１

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員

答　

弁　

○
中
原
産
業
建
設
課
長

　

町
道
を
通
行
止
に
す
る
こ
と
は
路
線
数
、

延
長
か
ら
非
常
に
難
し
い
。
ま
た
、
国
道
・

道
道
の
通
行
規
制
の
情
報
に
つ
い
て
は
街
頭

放
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
が
、
沿
線
住
民

に
伝
達
す
る
方
法
を
防
災
担
当
と
共
に
検
討

し
た
い
。

答　

弁　

○
野
邑
町
長

　

情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
、
農
協
に
依
頼
し

て
沿
線
各
農
家
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
知
ら
せ

す
る
な
ど
、
で
き
る
も
の
か
ら
対
策
を
講
じ

た
い
。

質　

問

●
旧
丹
波
屋
旅
館
の
保
護
対
策
に
つ
い
て

　

教
育
行
政
執
行
方
針
の
中
で
、
「
町
の
長

い
歴
史
や
風
土
の
中
で
育
ま
れ
継
承
さ
れ
た

文
化
財
は
、
町
の
歴
史
を
伝
え
る
財
産
と
し

て
保
護
、
伝
承
、
活
用
に
努
め
て
い
く
」
と

さ
れ
て
い
る
が
、
小
頓
別
の
旧
丹
波
屋
旅
館

も
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
と
思
う
。

　

町
と
し
て
、
国
の
有
形
登
録
文
化
財
に
ま

で
登
録
さ
せ
た
こ
の
建
物
の
保
護
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

○
米
屋
教
育
長

　

保
存
に
係
る
維
持
補
修
は
所
有
者
の
負
担

と
い
う
基
本
原
則
の
考
え
方
に
変
わ
り
は
な

い
。

　

「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
」
制
度

を
活
用
し
た
支
援
も
お
伝
え
し
て
い
る
が
、

所
有
者
は
、
高
齢
に
よ
り
将
来
的
な
こ
と
を

考
え
る
と
そ
の
活
用
も
難
し
い
と
の
考
え
で

あ
る
。

　

ま
た
、
登
録
抹
消
の
考
え
も
示
さ
れ
て
お

り
、
再
度
関
係
者
の
意
見
を
伺
っ
た
上
で
方

策
を
検
討
し
た
い
。



なかとんべつ町議会だより１８０号 ６

質
　
問

●
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
森
林
・
林
業
の

　
問
題
に
つ
い
て

　

地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
環
境
問
題
と
な
る

な
か
で
、
水
源
の
か
ん
養
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
吸
収
な
ど
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
と

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
の
利
用
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

　

荒
廃
し
つ
つ
あ
る
森
林
を
公
共
財
「
環
境

林
」
と
し
て
と
ら
え
、
森
林
、
林
業
の
再
生

を
図
る
た
め
、
町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

小
頓
別
地
区
の
元
の
鉄
道
林
が
伐
採
時
期

に
達
し
て
い
る
と
思
う
が
、
伐
採
を
し
て
新

し
い
山
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
○
中
原
産
業
建
設
課
長

　

森
林
の
整
備
に
お
い
て
は
経
済
林
と
し
て

の
機
能
を
よ
り
多
く
求
め
ら
れ
、
人
工
林
と

し
て
は
針
葉
樹
に
よ
る
造
林
が
主
と
な
っ
て

い
る
。

　

針
葉
樹
に
関
し
て
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸

収
源
と
し
て
は
広
葉
樹
に
優
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
水
源
の
か
ん
養
に
お
い
て
は
、
葉
の

堆
積
が
生
じ
る
広
葉
樹
に
劣
る
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
広
葉
樹
に
関
し
て
は
、
根
の
張

り
方
が
針
葉
樹
よ
り
優
れ
、
土
砂
流
失
の
抑

止
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
山
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
、
針
広

混
合
林
や
樹
齢
の
入
り
混
じ
っ
た
複
層
林
を

目
指
し
て
お
り
、
民
有
林
に
先
駆
け
、
町
有

林
に
お
い
て
環
境
林
と
し
て
の
役
割
を
着
実

に
担
い
、
そ
の
成
果
を
民
有
林
に
還
元
し
て

い
き
た
い
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

鉄
道
林
は
、
防
雪
、
防
風
林
の
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
良
質
の
木
が
植
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
少
な
い
実
態
に
あ
る
。
森
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
頂
い
て
一
度
調
査

を
し
た
い
。

質
　
問

●
就
学
援
助
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
！

　

今
年
８
月
か
ら
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ

が
実
施
さ
れ
る
と
、
就
学
援
助
制
度
も
影
響

を
受
け
る
こ
と
が
心
配
で
あ
る
。
こ
の
制
度

は
国
民
の
権
利
だ
が
、
住
民
や
保
護
者
に
オ

ー
プ
ン
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

申
請
し
や
す
く
、
使
い
や
す
い
制
度
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
が
、
案
内
の

方
法
、　

認
定
基
準
や
目
安
金
額
に
数
値
基

準
が
示
さ
れ
て
い
る
か
、
申
請
の
時
期
や
方

法
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
弁
　
○
青
木
教
育
次
長

　

４
月
に
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
に
給
付
内

容
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
が
、
認
定
の
目
安

と
な
る
所
得
基
準
は
示
し
て
い
な
い
。

　

申
請
は
、
４
月
中
旬
ま
で
に
学
校
長
の
意

見
を
付
し
、
学
校
を
通
じ
て
教
育
委
員
会
に

提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
民
生
委
員
等
の
意

見
を
参
考
に
教
育
委
員
会
が
決
定
し
て
い
る

が
、
制
度
に
つ
い
て
の
保
護
者
の
理
解
、
申

請
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
は
十
分
で
は
な
か

っ
た
面
が
あ
る
と
思
う
の
で
工
夫
を
し
た
い
。

事
前
に
教
育
委
員
会
に
相
談
を
し
て
も
ら
っ

て
、
学
校
と
教
育
委
員
会
が
協
力
し
て
対
象

者
を
把
握
し
、
申
請
書
の
提
出
は
学
校
又
は

教
育
委
員
会
と
し
た
い
。
年
度
途
中
の
申
請

も
受
け
付
け
る
。

　

認
定
の
基
準
は
生
活
保
護
基
準
の
１
・
０

倍
と
し
て
き
た
が
、
生
活
保
護
費
が
引
き
下

げ
に
な
っ
て
も
現
行
ど
お
り
の
基
準
と
し
た

い
。

山 

本 

得 

惠 

議
員

　

程
度
と
し
た
も
の
で
、
以
前
40
万
円
で
あ

　

っ
た
補
助
額
を
50
万
円
と
し
た
。

　
　

所
有
者
の
意
向
確
認
は
し
て
い
な
い
が
、

　

議
決
さ
れ
れ
ば
周
知
し
て
い
く
。

③　

予
算
を
超
え
る
申
請
が
あ
れ
ば
、
補
正

　

予
算
を
提
案
し
対
応
す
る
。

質
　
問

●
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
に
つ
い
て

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
活
動
は
今
後
も
行
う

の
か
。
ま
た
、
運
営
体
制
の
組
織
化
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
鍾
乳
洞
を
開
発
し
て
き
た

が
、
今
後
は
現
状
の
保
存
、
活
用
に
方
向
転

換
す
る
よ
う
だ
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
す

こ
と
に
支
障
は
な
い
の
か
。

　

地
質
的
要
素
だ
け
を
考
え
ず
、
す
べ
て
の

観
光
的
要
素
を
活
か
し
た
「
中
頓
別
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
を
確
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

ジ
オ
ツ
ア
ー
等
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

地
域
全
体
の
盛
り
上
が
り
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、

将
来
、
認
定
事
務
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
と

考
え
る
。
組
織
化
は
、
推
進
協
議
会
や
観
光

協
会
な
ど
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
体
制
を
整

え
た
い
。

　

鍾
乳
洞
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
観
光
と

保
存
の
両
面
を
共
有
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活

用
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
認
定
あ
り
き
で
終
わ
ら
せ
ず
、
町
内
の
あ

ら
ゆ
る
要
素
を
含
め
た
観
光
に
つ
い
て
も
確

立
し
て
い
き
た
い
。

本
多
夕
紀
江 

議
員



なかとんべつ町議会だより１８０号７

質
　
問

●
長
寿
園
施
設
整
備
の
計
画
は
？

　

昨
年
12
月
の
定
例
会
一
般
質
問
で
、
「
今

後
、
財
政
が
好
転
し
た
と
き
は
、
町
長
は
何

を
手
が
け
た
い
の
か
」
と
の
質
問
に
、
「
老

人
福
祉
対
策
、
長
寿
園
施
設
整
備
等
を
考
え

て
い
る
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
改
良

整
備
が
急
が
れ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
計
画

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
将
来
的
に
こ
の
町
の

生
き
る
道
は
、
基
幹
産
業
の
酪
農
の
振
興
と

と
も
に
福
祉
施
設
の
拡
大
、
新
た
な
福
祉
施

設
設
置
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
南
宗
谷
福
祉
会
に
お
い
て
平
成
25
年
度

に
事
業
計
画
策
定
、
26
年
度
ま
で
に
基
本
設

計
や
実
施
設
計
が
ま
と
め
ら
れ
る
と
想
定
し

て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
平
成
26
年
度
に
見
直
し
を

行
う
介
護
保
険
事
業
計
画
に
改
修
事
業
を
登

載
し
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
27
年

度
と
28
年
度
の
２
ヵ
年
で
施
設
整
備
が
行
え

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

福
祉
施
設
の
拡
大
や
新
た
な
設
置
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
関
係
機
関
や
関

係
者
と
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
た
い
。

質
　
問

●
自
動
車
学
校
整
備
の
考
え
は
？

　

自
動
車
学
校
は
町
内
の
事
業
所
と
し
て
規

模
は
縮
小
し
な
が
ら
も
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
、
施
設
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
町
外

の
人
々
を
迎
え
る
施
設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
　
弁
　
○
浅
野
自
動
車
学
校
長

　

築
後
37
年
に
な
る
校
舎
等
は
老
朽
化
が
著

し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
高

齢
者
講
習
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
校
舎
内

段
差
の
解
消
、
ト
イ
レ
の
整
備
等
の
要
望
を

受
け
る
機
会
が
増
え
て
き
て
お
り
、
校
舎
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ト
イ
レ
の
水
洗
及
び

洋
式
化
な
ど
を
は
じ
め
、
細
か
い
も
の
を
含

め
整
備
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
額
の
費
用
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
経
営
状
況
か
ら
み

て
大
規
模
な
整
備
は
困
難
と
考
え
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
コ
ー
ス
の
修
繕
な
ど
指
定
自

動
車
教
習
所
と
し
て
運
営
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
基
準
維
持
の
た
め
の
整
備
と
あ
わ
せ
、

可
能
な
も
の
か
ら
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

質
　
問

●
商
業
者
の
支
援
拡
大
を
！

　

こ
の
ま
ま
で
は
町
の
商
店
が
な
く
な
る
の

で
は
、
そ
の
よ
う
な
心
配
を
し
て
い
る
町
民

が
た
く
さ
ん
い
る
。

　

町
と
し
て
、
商
店
が
継
承
で
き
る
施
策
と

支
援
を
農
業
振
興
並
み
に
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

商
業
者
の
支
援
に
関
し
て
は
、
第
７
期
総

合
計
画
「
経
済
振
興
・
雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
お
い
て
「
商
業
者
の
第
三
者
継
承

や
空
き
店
舗
の
活
用
」
に
つ
い
て
話
題
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
起
業
化
を
は
じ
め
と

す
る
事
業
規
模
の
大
き
な
活
動
に
も
支
援
で

き
る
よ
う
「
中
頓
別
町
地
域
づ
く
り
活
動
支

援
補
助
金
条
例
」
の
改
正
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
概
ね
農

業
振
興
並
み
の
支
援
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

農
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
自
己
負
担

も
大
変
大
き
い
。
商
業
支
援
に
つ
い
て
も
自

己
負
担
が
伴
う
も
の
で
あ
る
。

　

空
き
店
舗
の
活
用
に
つ
い
て
、
人
口
減
少

に
よ
り
購
買
力
が
低
下
し
て
い
る
現
状
で
は

運
営
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
厳
し
い
と
考
え

る
。
町
が
金
銭
的
な
支
援
を
す
る
こ
と
と
同

時
に
、
人
口
増
、
購
買
力
の
向
上
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
、
商
業
支
援
に
つ
い
て
商
工
会
と
も

十
分
協
議
し
た
い
。

東
海
林
繁
幸 

議
員

質
　
問

●
通
学
バ
ス
定
期
代
の
補
助
率
を
上
げ
る
べ

　
き
！

　

天
北
線
が
廃
止
さ
れ
た
時
、
高
校
生
の
通

学
定
期
代
補
助
率
は
50
％
、
そ
の
後
、
２
度

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
現
在
は
30
％
の
補
助

率
で
あ
る
。
高
校
の
授
業
料
自
体
は
無
料
だ

が
、
授
業
料
以
外
に
か
か
る
教
育
費
は
義
務

教
育
の
比
で
は
な
い
。

　

生
徒
数
の
減
で
浜
頓
別
高
校
が
統
廃
合
さ

れ
た
ら
、
中
頓
別
町
の
子
ど
も
が
自
宅
か
ら

通
え
る
高
校
が
な
く
な
る
。
浜
頓
別
高
校
存

続
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
通
学
バ
ス
定
期
代

の
補
助
率
を
せ
め
て
50
％
に
戻
し
、
浜
頓
別

高
校
に
通
う
生
徒
と
保
護
者
を
応
援
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

平
成
７
年
度
か
ら
当
町
も
独
自
の
規
定
を

設
け
て
通
学
生
を
持
つ
家
庭
を
応
援
し
て
き

た
。
今
後
、
補
助
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は
な

い
が
値
上
げ
の
考
え
は
な
い
。
通
え
る
高
校

が
な
く
な
ら
な
い
た
め
に
も
３
割
の
助
成
を

行
う
。

　

高
校
の
存
続
は
、
所
在
町
村
の
浜
頓
別
町

が
努
力
し
、
対
策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

授
業
料
が
無
料
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ

る
。
金
銭
の
問
題
で
は
な
く
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
が
対
象
に
な
る
な
ら
よ
い
が
、
旭
川

等
の
学
校
へ
大
変
な
苦
労
を
し
な
が
ら
入
学

さ
せ
て
い
る
人
達
に
不
公
平
に
な
る
。
な
ぜ
、

浜
頓
別
高
校
だ
け
が
補
助
の
対
象
な
の
か
と

思
わ
れ
る
。



なかとんべつ町議会だより１８０号 ８

意　　見　　書
第 1回定例会では、最終日の３月１３日に次の２件の意見書を全会一致で可決しました。

発議第２号　平成25年度地方財政対策に関する意見書
　平成２５年度地方財政対策は、一般財源総額が前年と同水準で確保されており、これまで地方税財源
の安定的な確保について強く要請してきた地方の声を理解していただいたものと、関係各位の御尽力に
対し敬意と感謝の意を表するところである。
　しかしながら、国の財政再建を目的とした三位一体改革によって、市町村は地域間格差が拡大し、厳
しい財政運営を強いられ、深刻な経済、雇用状況と相まって、地域の疲弊が深刻化していることに加え
て、地方税制は地方の自主的な根幹をなすにもかかわらず、平成２５年度税制改正大綱では地方の声が
十分に反映されたものとはいえないなど、地方は将来の財政運営に大きな不安を抱いている。
　このような状況において、国家公務員の給与減額支給措置に準じて地方公務員の給与削減を求めるた
めに地方交付税を削減したことは、その根拠が極めて不明確な上に、厳しい財政事情から国に先駆けて、
給与の独自削減や定数削減を行なっていた地方の努力を踏みにじる極めて不合理な措置であり、同時に、
地方交付税制度の「地方公共団体間の財源の不均衡を調整する財源調整機能」及び「どの地域に住む住
民にも一定の行政サービスが提供できる財源保障機能」を無視した、税源が乏しく財政基盤の脆弱な団
体ほどその影響を大きく受ける不公平な政策である。
　特に、地方との十分な協議を経ないままで、国の政策を地方に一方的に押しつけるために、地方固有
の財源である地方交付税を削減したことは、これまでの国と地方の信頼関係を大きく損なう非常に理不
尽な措置で、極めて遺憾であると言わざるを得ない。
　よって、国は、今回のような措置を行わないように強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。
■　発議者：細谷久雄、賛成者：宮崎泰宗
■　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣

発議第３号　ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する意見書
　ＴＰＰは関税をすべて撤廃することが原則であり、我が国の農林水産業や農山漁村にこれまでにない
壊滅的な打撃を与え、我が国の食料安全保障を根底から揺るがし、食料自給率を低下させ、地域経済・
社会の崩壊を招く恐れがあります。
　また、ＴＰＰは一次産業のみならず、医療、公共事業、金融、食の安全、雇用など様々な分野に影響
が及ぶ可能性があり、国民生活の根幹にも関わる極めて重大な問題であります。
　このため、多くの国民や道民、地方議会と自治体首長は、ＴＰＰ協定交渉への参加に反対・慎重な対
応を強く求めてまいりました。
　つきましては、ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関して、下記のとおり要請いたしますので、貴殿の特段の
ご高配を賜りますようお願い申し上げます。

記
１．ＴＰＰ交渉への不参加
　　ＴＰＰは１次産業のみならず、医療、公共事業、金融、食の安全、雇用など様々な分野に影響が及
　ぶ、国益を損なう極めて重大な問題であり、到底国民の合意を得られる問題ではないことから、政府
　は事前協議を含めた一切のＴＰＰ交渉参加に向けた取り組みを断念すること。
２．多様な農業の共存を明確に位置付けた貿易ルールの確立
　　我が国の貿易政策の基本として、多様な農業の共存、林業・水産資源の持続的利用が可能となるルー
　ルの確立を明確に位置付け、これに基づき、重要品目については必要な国境措置を維持すること。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により提出いたします。
■　発議者：細谷久雄、賛成者：宮崎泰宗
■　提出先：内閣総理大臣、農林水産大臣、外務大臣、経済産業大臣

請願第１号　ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する請願
　発議第３号において議決された意見書と同一趣旨であるため、採択されたものとみなされました。

請　　　　　願



○ 

議
案
第
15
号　

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基

　

 

準
等
を
定
め
る
条
例

○ 

議
案
第
16
号　

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

　

 

動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
道
路
の
構

　

 

造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○ 

議
案
第
17
号　

準
用
河
川
管
理
施
設
等
の

　

 

構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例

○ 

議
案
第
18
号　

町
営
住
宅
の
整
備
に
関
す

　

 

る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

議
案
第
11
号
か
ら
第
18
号
は
、
い
ず
れ
も
、

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
国
が
定
め
て
い
た
基

準
を
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
制
定
で
す
。
（
い
き
い
き
ふ

る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月
６
日
可
決
）

○ 

議
案
第
３
号　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
推
進

　

 

条
例
（
一
部
改
正
）

　

施
行
期
間
を
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に

延
長
す
る
と
と
も
に
、
出
生
祝
の
内
容
を
拡

充
す
る
も
の
で
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と

常
任
委
員
会
付
託
・
３
月
11
日
可
決
）

○ 

議
案
第
４
号　

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補

　

 

助
金
条
例
（
一
部
改
正
）

　

２
分
の
１
補
助
金
限
度
額
の
単
年
度
３
０

０
万
円
を
１
千
万
円
に
、
同
一
事
業
３
年
間

で
９
０
０
万
円
を
１
千
万
円
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
付
託
・
３
月
11
日
可
決
）

○ 

議
案
第
６
号　

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
に

　

 

関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

医
療
費
の
助
成
対
象
を
こ
れ
ま
で
の
満
15

歳
か
ら
満
18
歳
に
引
き
上
げ
、
条
例
の
名
称

を
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
」
に

なかとんべつ町議会だより１８０号９

○ 

発
議
第
１
号　

議
会
会
議
規
則
（
一
部
改

正
）

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
本
会
議
に
お
い
て

も
公
聴
会
の
開
催
、
参
考
人
招
致
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
全
員
協
議
会
が
議
会

活
動
の
一
環
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
所
要
の
改
正
で
す
。
（
３

月
５
日
可
決
）

○ 

議
案
第
２
号　

防
災
会
議
条
例
（
一
部
改

正
）　

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
る
引
用
条

項
等
の
改
正
で
す
。
（
３
月
５
日
可
決
）

○ 

議
案
第
７
号　

障
害
認
定
審
査
会
の
委
員

の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

法
律
名
、
政
令
名
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る

改
正
で
す
。
（
３
月
５
日
可
決
）

○ 

議
案
第
８
号　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
（

一
部
改
正
）

　

法
律
が
題
名
を
含
め
数
次
の
改
正
が
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
う
改
正
で
す
。
（
３

月
５
日
可
決
）

○ 

議
案
第
21
号　

町
道
路
線
の
変
更

　

町
道
１
路
線
の
変
更
（
３
月
５
日
可
決
）

○ 

議
案
第
22
号　

町
道
路
線
の
廃
止

　

町
道
２
路
線
の
廃
止
（
３
月
５
日
可
決
）

○ 

議
案
第
23
号　

町
道
路
線
の
認
定

　

町
道
３
路
線
の
認
定
（
３
月
５
日
可
決
）

○ 

議
案
第
10
号　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
環
境

美
化
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
に
置
か
れ
る
技
術
管
理
者
の
資
格
に
つ

い
て
、
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
で
す
。
（
３
月
６
日

可
決
）

○ 

議
案
第
19
号　

水
道
事
業
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
水
道
の
布
設
工
事

監
督
者
の
配
置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に

水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
を
条
例
で
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

改
正
で
す
。
（
３
月
６
日
可
決
）

○ 

議
案
第
20
号　

公
共
下
水
道
条
例
（
一
部

　

 

改
正
）

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
公
共
下
水
道
の
構

造
の
技
術
上
の
基
準
、
終
末
処
理
場
の
維
持

管
理
に
関
す
る
基
準
を
条
例
で
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
で
す
。

（
３
月
６
日
可
決
）

○ 

議
案
第
５
号　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

　

 

対
策
本
部
設
置
条
例

　

国
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態

宣
言
が
な
さ
れ
た
場
合
、
町
が
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
対
策
本
部
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る

さ
と
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月
６
日
可
決
）

○ 

議
案
第
11
号　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

　

 

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

　
 

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○ 
議
案
第
12
号　

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

　

 
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

　

 

運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

　

 

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

　

 

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

　

 

め
る
条
例

議決審議のあらまし
　第１回定例会では、各会計新年度予算など３６
件の議案が審議されました。
　このうち、民間賃貸住宅建設促進助成条例、危
険廃屋解体撤去助成条例など条例案１３件は、い
きいきふるさと常任委員会に付託。
　平成２５年度各会計予算は、予算審査特別委員
会に付託して審査され、全会計原案どおり可決さ
れました。
　平成２４年度各会計補正予算とその他の条例改
正案等は本会議で審議され、すべて原案どおり可
決されました。

いきいきふるさと常任委員会報告を行う星川委員長
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良
質
な
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
と
町
民
の

定
住
促
進
を
図
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託
・

３
月
11
日
可
決
）

○ 

議
案
第
14
号　

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
助
成

　

 

条
例

　

景
観
を
阻
害
し
、
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ
す

建
築
物
を
解
体
撤
去
す
る
者
に
対
し
て
、
平

成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
限
り
、
解
体
撤

去
並
び
に
廃
棄
物
処
理
に
要
し
た
費
用
の
２

分
の
１
（
50
万
円
を
限
度
）
を
助
成
し
、
町

内
の
景
観
及
び
住
環
境
の
向
上
と
町
民
の
安

全
安
心
を
図
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託
・

３
月
11
日
可
決
）

改
め
る
も
の
で
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と

常
任
委
員
会
付
託
・
３
月
11
日
可
決
）

○ 
議
案
第
９
号　

町
立
歯
科
診
療
所
設
置
及

　

 

び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

平
成
25
年
度
か
ら
の
町
立
歯
科
診
療
所
の

業
務
委
託
契
約
に
向
け
て
、
そ
の
設
置
及
び

管
理
に
関
し
使
用
料
、
診
療
日
と
診
療
時
間
、

業
務
委
託
等
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託
・

３
月
11
日
可
決
）

○ 

議
案
第
13
号　

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進

　

 

助
成
条
例

　

町
内
に
民
間
賃
貸
住
宅
を
建
設
す
る
個
人

又
は
法
人
に
対
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の

５
年
間
に
限
り
、
建
設
費
用
の
３
分
の
１
（

１
戸
あ
た
り
３
０
０
万
円
限
度
）
を
助
成
し
、

　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
６
日
審
査
分
）

①　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

　

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

　

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ

　

り
、
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
定
め
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
制
定
す
る

　

条
例
の
多
く
が
、
こ
れ
ま
で
の
法
律
を

　

そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
地

　

域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
に
乏
し
い
内

　

容
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
内
容
を
検

　

討
さ
れ
た
い
。

②　

策
定
さ
れ
た
条
例
が
絵
に
描
い
た
餅

　

に
な
ら
な
い
よ
う
、
趣
旨
に
近
づ
け
る

　

努
力
を
す
る
よ
う
求
め
る
。

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

審
査
意
見

　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
11
日
審
査
分
）

　

議
案
第
13
号
中
頓
別
町
民
間
賃
貸
住
宅

建
設
促
進
助
成
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

（
地
位
の
承
継
）
第
９
条
に
お
い
て
、

①
相
続
人
が
い
な
い
場
合
又
は
相
続
放
棄

し
た
場
合
、
②
法
人
が
破
産
し
た
場
合
等

の
不
測
の
事
態
に
陥
っ
た
場
合
に
入
居
者

の
利
益
を
守
る
方
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。 い

き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

審
査
意
見

平成24年度補正予算

　歳入歳出の総額にそれぞれ５億９千141万
円を追加し、予算の総額は36億９千540万
円に。
　歳入では、地方交付税で、普通交付税が5
億7千487万円追加され、特別交付税と合わ
せて25億2千307万円に。
　歳出では、決算見込に基づく不用額の減額
のほか、国保病院に対する繰出金１億３千
150万円を追加して、総額2億6千69万円に。
特別会計への繰出金は、696万円追加して１
億５千263万円に。基金費では、決算見込み
から生じる不用額を財政調整基金に１億円、
長寿園施設改修拡張事業基金に２億円、公共
施設整備等基金に2億円が追加され、合計６
億９千216万円となりました。

○ 議案第24号　一般会計補正予算

　歳入歳出の総額からそれぞれ394万円を減
額し、予算の総額は２千632万円に。
　教習生の減などで収入が伸び悩み、一般会
計から249万円を繰入するものです。

○ 議案第25号　自動車学校事業特別会計補正
 　予算

　歳入歳出の総額からそれぞれ２千255万円
を減額し、予算の総額は２億８千908万円に。

○ 議案第26号　国民健康保険事業特別会計補
　 正予算

　病院事業収益では、患者数の減により入院
収益、外来収益あわせて１億５千84万円を
減額。他会計補助金負担金として、１億２千
874万円を追加。累積欠損金を解消するため
の補助金300万円を計上し、収入合計は４億
７千95万円に。支出では、医業費用で給与
費を中心に１千891万円を減額。支出の合計
は、４億６千795万円に。
　資本的収支では、医療機械等購入費等の減
額で支出合計は４千322万円に。資本的収入
２千159万円との不足分２千163万円は、当
年度分損益勘定留保資金で補てんされています。

○ 議案第27号　国民健康保険病院事業会計補
　 正予算

　歳入歳出の総額からそれぞれ50万円を減
額し、予算の総額は７千968万円に。

○ 議案第28号　水道事業特別会計補正予算

　歳入歳出の総額からそれぞれ108万円を減
額し、予算の総額は１億９千119万円に。

※各補正予算は、いずれも３月５日可決

○ 議案第29号　介護保険事業特別会計補正予算
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平成２５年度　８会計予算成立
～総額４１億３千１９６万円～

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成
25

年
度
各
会
計
８
予
算
案
は
、
３
月
11
日

に
上
程
さ
れ
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る

「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
（
宮
崎
泰

宗
委
員
長
）
に
付
託
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
12
日
、
13

日
に
集
中
審
査
を
行
い
、
原
案
可
決
。

　

同
日
、
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
宮
崎

委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

委
員
長
報
告
ど
お
り
原
案
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

平成25年度予算のあらまし
　全会計予算額は、41億3,196万円となり、対前年度比で2,754万円（0.7％）の増となりました。
　このうち、一般会計は、前年度との比較で6,922万円（2.4％）の増額となりました。
　増額の要因は、歳入では、本町歳入の60％を超える地方交付税は、地方財政計画で減額が見込まれ
ていることから前年度比で2,785万円（1.4％）の減額としましたが、国庫支出金で、水槽付き消防ポ
ンプ車更新や地上デジタル放送共聴アンテナ改修などにより前年度比4,882万円（30.1％）、町債で、
町道10丁目線整備事業、水槽付き消防ポンプ車更新、歯科診療所増改修事業に対する起債を計上した
ことにより前年度比1,730万円（9.8％）が増額となったものです。
　歳出では、人件費では、退職手当組合負担金の精算に伴い前年度比1,578万円（3.4％）増額、補助
費では、水槽付き消防ポンプ車更新や民間賃貸住宅建設促進助成金の新規計上により前年度比8,708万
円（19.3％）増額、扶助費については、障害者自立支援給付費が対象者の増加により3,454万円（16.2
％）増額、公債費については、建設事業の圧縮と償還ピークが過ぎたことから年々減少し、前年度比１
億326万円（12.3％）減の7億4,228万円を計上しています。
　収入に占める公債費が依然として高い水準にあり、地方交付税も依然不透明な部分が多く、財源確保
に苦慮する事態が予想されます。予算執行にあたっては、行政サービスを低下させることなく効率の追
求を行いながら収支均衡を実現することが求められています。

■各会計予算の状況  （単位：万円）  
比   較 年 度 別 

会 計 別 
２５年度 
予算額 

２４年度 
予算額 金 額 率％ 

一 般 会 計 29 億  173 28 億 3,252 6,921 2.4 
自 動 車 学 校 事 業 特 別 会 計 3,251 3,026 225 7.4 
国民健康保険事業特別会計 2 億 9,808 3 億 1,068 ▲1,260 ▲4.1 

収益的収支 4 億 8,139 4 億 8,732 ▲593 ▲1.2 国民健康保険

病院事業会計 資本的支出 1,680 4,368 ▲2,688 ▲61.5 
水 道 事 業 特 別 会 計 7,707 8,018 ▲311 ▲3.9 
下 水 道 事 業 特 別 会 計 9,377 9,838 ▲461 ▲4.7 
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 2 億  228 1 億 9,192 1,036 5.4 
後期高齢者医療事業特別会計 2,833 2,949 ▲116 ▲3.9 

合     計 41 億 3,196 41 億   443 2,753 0.7 

予算審査特別委員会報告を行う宮崎委員長
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予算計上された主な臨時事業 （単位：万円） 

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

住民基本台帳ネットワーク機器更新事業 582 サーバー、端末各１台、プリンタ、カー

ドリーダー等周辺機器 

地上デジタル放送共聴アンテナ改修事業 2,183 中頓別・旭台・上駒地区 52世帯 

総 務 費 

市街地照明灯ＬＥＤ化改修事業 1,360 水銀灯・蛍光灯 124灯（あかね～第８）

 修改増所療診科歯000,1 業事修改増所療診科歯衛 生 費 

 入購ンゲトンレ科歯004 業事備整所療診科歯

 業事援支動活落集735 業事進推出創用雇急緊 費働労

林道事業（森林管理道弥生線開設事業） 3,000 林道開設 520ｍ 幅員 4.0ｍ 農林水産業費 

林業専用道事業（松音知 2 号線他３事業） 4,260 作業道 1,617ｍ 幅員 3.5ｍ 

商 工 費 鍾乳洞ジオツーリズム推進事業 300 ガイド養成、鍾乳洞整備 

町道 6丁目線整備事業（交付金工事含む） 5,500 延長 240ｍ 幅員 5.5ｍ、歩道、照明灯 

町道 10丁目線整備事業（交付金工事含む） 4,000 延長 150ｍ 幅員 5.5ｍ、歩道、照明灯 

賃貸住宅建設促進助成事業 2,400 300万円×８戸分 

土 木 費 

危険廃屋解体撤去助成事業 250 50万円×５戸分 

消 防 費 水槽付消防ポンプ自動車更新購入事業 6,100 水槽付消防ポンプ自動車（天竜更新） 

教職員住宅ユニットバス改修事業 300 教職員住宅ユニットバス３戸分 教 育 費 

 山村水泳プール整備事業 558 上屋ビニール、温水ボイラー交換 

病 院 事 業 医療機械器具等整備事業 856 薬品用冷蔵ケース、電動ベッド他 

■一般会計 歳　入                       （単位：万円） 
款 25 年度 24 年度 比較 増減％ 

町 税 15,120 15,290 ▲170 ▲1.1 
地 方 譲 与 税 6,000 6,060 ▲60 ▲1.0 
地 方 交 付 税 190,781 193,565 ▲2,784 ▲1.4 
使用料 手数 料 9,653 6,165 3,488 56.6 
国 庫 支 出 金 21,070 16,188 4,882 30.2 
道 支 出 金 16,008 15,402 606 3.9 
財 産 収 入 855 859 ▲4 ▲0.5 
繰 入 金 3,409 3,867 ▲458 ▲11.8 
諸 収 入 3,336 3,177 159 5.0 
町 債 19,243 17,514 1,729 9.9 
そ の 他 4,698 5,165 ▲467 ▲9.0 
合   計  290,173 283,252 6,921 2.4 

歳　出 （単位：万円） 

款 25 年度 24 年度 比較 増減％ 
議 会 費 4,579 4,685 ▲106 ▲2.3 
総 務 費 52,958 46,712 6,246 13.4 
民 生 費 34,543 30,050 4,493 15.0 
衛 生 費 28,457 24,934 3,523 14.1 
労 働 費 538 283 255 90.1 
農林水産業費 19,338 19,279 59 0.3 
商 工 費 6,171 6,809 ▲638 ▲9.4 
土 木 費 18,188 18,870 ▲682 ▲3.6 
消 防 費 18,568 12,506 6,062 48.5 
教 育 費 16,571 15,618 953 6.1 
公 債 費 74,228 84,554 ▲10,326 ▲12.2 
諸 支 出 金 15,983 17,507 ▲1,524 ▲8.7 
そ の 他 51 1,445 ▲1,394 ▲96.5 
合   計 229900,,117733 228833,,225522 66,,992211 22..44  
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
共
聴
ア
ン
テ

ナ
改
修
事
業
で
中
頓
別
、
旭
台
、
上

駒
地
区
の
難
視
エ
リ
ア
が
解
消
さ
れ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
は
ど
う
な

る
か
。
ま
た
、
改
修
工
事
、
維
持
管

理
の
負
担
は
ど
の
程
度
か
。
（
本
多

委
員
）

　

小
頓
別
、
敏
音
知
・
上
頓
別
地
区

は
、
今
年
度
中
に
各
地
域
で
説
明
会

を
開
催
し
、
26
年
度
中
に
工
事
着
工

し
た
い
。
兵
安
・
神
崎
地
区
に
つ
い

て
は
、
超
難
視
地
域
と
い
う
こ
と
で
、

国
の
調
査
後
、
新
た
な
対
応
策
が
出

さ
れ
る
と
思
う
。

　

工
事
費
に
つ
い
て
の
個
人
負
担
は

な
い
が
、
施
設
の
維
持
管
理
費
は
、

あ
か
ね
、
小
頓
別
地
区
と
同
様
、
月

額
２
０
０
円
な
い
し
３
０
０
円
程
度

と
考
え
て
い
る
。

　

寿
・
弥
生
地
区
は
、
共
聴
で
は
な

く
高
性
能
ア
ン
テ
ナ
対
応
が
国
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
。
（
遠
藤
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
長
）

　

町
村
会
負
担
金
に
つ
い
て
、
説
明

資
料
で
は
減
額
し
て
い
る
と
あ
る
が
、

予
算
上
は
増
額
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
理
由
は
何
か
。
（
東
海
林
委
員
）

　

北
海
道
町
村
会
の
各
町
村
の
建
物

共
済
事
務
に
係
る
取
扱
手
数
料
が
法

主な質疑＆答弁
予算審査特別委員会

問答問答

問問 答 答 問答 問答

問答 問答 問答 答

問答 問答 問答
て
は
町
内
を
移
動
で
き
る
無
料
乗
車

券
は
必
要
と
考
え
る
。
（
小
林
保
健

福
祉
課
長
）

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
、
現
有
の
端
末
で
足
り
て

い
る
の
か
。
利
用
に
つ
い
て
単
身
者

に
限
ら
れ
る
の
か
。
（
本
多
委
員
）

　

対
象
者
は
単
身
の
高
齢
者
で
あ
る

が
、
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
。
（
小
林
保
健
福
祉

課
長
）

　

除
雪
サ
ー
ビ
ス
で
、
１
棟
４
戸
の

う
ち
３
戸
は
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
が
、
１
戸
は
60
代
の
身
体
障

害
者
の
男
性
で
あ
る
が
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
な
い
。
対
応
で
き
な
い
か
。

（
山
本
委
員
）

　

個
別
の
情
報
を
把
握
し
て
い
な
い

の
で
、
民
生
委
員
協
議
会
で
確
認
し

て
対
応
し
た
い
。
（
小
林
保
健
福
祉

課
長
）

　

歯
科
診
療
所
増
改
修
工
事
で
手
す

り
の
設
置
場
所
は
。
靴
は
玄
関
で
履

き
替
え
る
の
か
。
洗
面
台
は
多
目
的

ト
イ
レ
の
中
だ
け
か
。
工
事
期
間
中

の
診
療
は
ど
う
な
る
の
か
。
（
本
多

委
員
）

　

手
す
り
は
ス
ロ
ー
プ
、
玄
関
に
つ

け
る
。
靴
は
玄
関
で
履
き
替
え
て
い

た
だ
く
。
洗
面
所
は
診
療
所
と
の
打

ち
合
わ
せ
で
多
目
的
ト
イ
レ
の
中
と

し
て
い
る
。
工
事
期
間
中
の
診
療
は
、

○
一
般
会
計

■
総
務
費

歳
出

律
の
改
正
に
よ
っ
て
減
額
と
な
る
こ

と
か
ら
、
各
町
村
で
負
担
す
る
代
わ

り
に
、
町
づ
く
り
人
づ
く
り
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
の
で
結
果
的
に
は
負

担
が
少
な
く
な
る
。
（
野
邑
町
長
）

　

勧
奨
退
職
の
対
象
職
員
は
何
人
か
。

（
星
川
委
員
）

　

昨
年
４
月
１
日
で
職
員
数
79
名
中
、

勧
奨
退
職
対
象
に
な
る
勤
続
20
年
以

上
、
年
齢
45
歳
以
上
の
職
員
は
39
名

で
あ
る
。
（
和
田
総
務
課
長
）

　

市
街
地
照
明
１
０
５
基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
、
節
約
の
た
め
間
引
き

を
し
て
い
る
が
、
照
度
は
保
た
れ
る

の
か
。
（
本
多
委
員
）

　

予
定
し
て
い
る
１
０
５
基
に
つ
い

て
は
防
犯
灯
で
あ
り
、
道
路
照
明
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
（
遠
藤
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
長
）

　

道
路
照
明
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

照
明
と
同
程
度
の
も
の
に
取
り
替
え

る
の
で
照
度
は
同
等
で
あ
る
。
（
中

原
産
業
建
設
課
長
）

　

町
内
に
い
る
20
名
程
度
の
防
災
マ

ス
タ
ー
資
格
取
得
者
に
防
災
会
議
等

の
参
加
を
呼
び
か
け
る
の
か
。
（
星

川
委
員
）

　

会
議
参
加
に
つ
い
て
は
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
る
が
、
防
災
訓
練
の
際

に
は
ご
協
力
願
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
（
和
田
総
務
課
長
）

　

そ
う
や
自
然
学
校
の
臨
時
職
員
が

１
名
増
え
る
が
、
利
用
者
が
年
々
減

少
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
内
容
が
わ

か
り
に
く
い
。
（
星
川
委
員
）

　

新
た
な
事
業
展
開
、
ジ
オ
ツ
ア
ー

の
実
施
に
取
り
組
み
た
い
。
（
遠
藤

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

３
月
号
町
広
報
誌
に
お
い
て
、
担

当
臨
時
職
員
が
退
職
し
、
ペ
ー
ジ
数

が
少
な
い
広
報
誌
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
広
報
活
動
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。
（
宮
崎
委
員
長
）

　

窓
口
担
当
職
員
が
兼
務
で
行
っ
て

お
り
、
紙
面
を
飾
る
こ
と
が
難
し
い
。

庁
内
全
課
か
ら
情
報
を
発
信
し
て
も

ら
い
特
集
記
事
等
の
充
実
を
図
り
た

い
。
（
和
田
総
務
課
長
）

　

３
月
広
報
に
平
成
25
年
度
予
算
案

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
議
会
の
議

決
が
な
け
れ
ば
広
報
で
き
な
い
と
考

え
る
。
（
東
海
林
委
員
）

　

提
案
す
る
予
算
案
と
い
う
こ
と
で

新
聞
報
道
等
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
住
民
に

お
知
ら
せ
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
（
和
田
総
務
課
長
）

　

高
齢
者
乗
合
自
動
車
無
料
乗
車
券

を
平
成
24
年
度
ま
で
に
２
７
４
人
に

交
付
し
て
い
る
が
、
利
用
状
況
を
調

査
し
て
い
る
の
か
。
（
本
多
委
員
）

　

利
用
状
況
は
調
査
し
て
い
な
い
が
、

市
街
地
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
は
福

祉
ハ
イ
ヤ
ー
も
あ
る
が
、
小
頓
別
な

ど
の
バ
ス
路
線
で
遠
い
地
域
に
つ
い

■
民
生
費

■
衛
生
費
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業
者
、
診
療
所
と
協
議
し
た
い
。
（
中
原

産
業
建
設
課
長
）

　

健
康
増
進
費
で
柔
道
整
復
士
の
賃
金
を

計
上
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か
。
（
東
海
林
委
員
）

　

リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
週
２
回
の
う
ち
１
回

に
つ
い
て
、
運
動
機
能
を
維
持
す
る
た
め

指
導
を
し
て
も
ら
う
。
（
小
林
保
健
福
祉

課
長
）

　

小
頓
別
に
配
置
す
る
集
落
活
動
支
援
員

の
雇
用
期
間
は
い
つ
ま
で
か
。
（
本
多
委

員
）

　

緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業
に
よ
り
計
上

し
た
た
め
、
１
年
間
で
あ
る
が
、
地
域
の

要
望
を
含
め
、
期
間
は
明
言
で
き
な
い
が

継
続
す
る
こ
と
で
検
討
し
た
い
。
（
遠
藤

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

有
害
鳥
獣
対
策
の
猟
銃
免
状
取
得
に
つ

い
て
昨
年
度
は
皆
無
で
あ
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
に
後
継
者
を
育
成
す
る
の
か
。
（
細

谷
委
員
）

　

昨
年
度
当
初
は
希
望
者
が
２
・
３
名
い

た
が
、
試
験
日
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合

わ
ず
断
念
し
た
。
そ
う
い
う
方
た
ち
と
農

協
、
森
林
組
合
等
の
事
業
所
訪
問
を
し
て

協
力
要
請
し
た
い
。
（
平
中
産
業
建
設
課

主
幹
）

　

エ
ゾ
シ
カ
の
残
滓
処
分
施
設
の
早
期
整

備
の
検
討
は
、
町
単
独
設
置
の
検
討
と
理

解
し
て
よ
ろ
し
い
か
。
（
村
山
委
員
）

　

町
単
独
で
検
討
し
て
い
く
。
（
平
中
産

業
建
設
課
主
幹
）

問答問答問答問答

　

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
策
定
を
委
託

せ
ず
職
員
が
自
前
で
で
き
な
い
の
か
。
（

本
多
委
員
）

　

現
状
分
析
、
将
来
的
な
計
画
策
定
に
お

い
て
、
広
い
視
野
を
持
ち
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
す
る
コ
ン
サ
ル
な
ど
専
門
知
識
を
有
す

る
と
こ
ろ
に
委
託
す
る
こ
と
で
よ
り
よ
い

計
画
が
で
き
る
と
考
え
る
。
（
中
原
産
業

建
設
課
長
）

　

計
画
を
専
門
業
者
に
丸
投
げ
す
る
と
い

う
こ
と
か
。
現
状
分
析
、
住
民
の
希
望
・

要
望
は
住
民
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ

と
で
は
な
い
か
。
（
本
多
委
員
）

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
策
定
委
員
会
を
設

置
し
、
職
員
、
或
い
は
住
民
が
参
加
す
る

場
合
も
あ
る
が
、
コ
ン
サ
ル
と
協
議
を
し

な
が
ら
よ
り
よ
い
計
画
を
策
定
す
る
。
（

中
原
産
業
建
設
課
長
）

　

高
齢
者
向
け
住
宅
の
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
の

排
気
口
の
位
置
が
低
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、

先
日
の
猛
吹
雪
で
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
怖

さ
を
痛
感
し
た
住
民
が
非
常
に
心
配
し
て

い
る
。
排
気
口
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
（
本
多
委
員
）

　

入
居
者
か
ら
実
態
を
聞
い
て
今
後
の
対

策
を
検
討
し
た
い
。
（
中
原
産
業
建
設
課

長
）

　

平
成
24
年
度
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
児
ク

ラ
ブ
短
時
間
利
用
児
の
実
績
が
ゼ
ロ
で
あ

る
が
、
職
員
数
は
適
正
か
。
全
体
と
し
て

過
剰
配
置
と
な
っ
て
い
な
い
か
。
（
宮
崎

委
員
長
）

問答問答問問 答

　

制
度
上
、
短
時
間
・
長
時
間
利
用
と
区

分
し
て
い
る
が
、
全
体
で
40
名
を
保
育
し

て
お
り
、
適
正
職
員
数
で
あ
る
。
（
青
木

教
育
次
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

　

校
長
が
退
職
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

人
員
配
置
等
問
題
は
な
い
か
。
（
宮
崎
委

員
長
）

　

副
管
理
者
、
他
の
学
校
で
校
長
を
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
職
員
も
２
名
い
る
の
で

問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
（
浅
野
自
動
車

学
校
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

　

認
知
機
能
低
下
患
者
の
転
倒
防
止
の
た

め
離
床
セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
を
購
入
し
、
現

有
１
台
と
合
わ
せ
て
２
台
と
な
る
が
、
今

後
の
患
者
数
増
加
を
見
込
み
、
余
裕
を
持

っ
た
整
備
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
（

柳
澤
委
員
）

　

入
院
患
者
は
日
々
変
わ
る
の
で
十
分
と

は
言
え
な
い
が
、
現
時
点
で
は
対
応
可
能

と
考
え
る
。
（
柴
田
国
保
病
院
事
務
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

　

漏
水
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
市
街
地
の
配
水
管
敷
設
替
え

の
計
画
は
無
い
の
か
。
（
本
多
委
員
）

　

近
い
将
来
。
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
（
中
原
産
業

建
設
課
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

問 答問 答答問答

　

下
水
道
使
用
料
の
２
倍
以
上
が
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
で
あ
る
。
こ
の
状
況
が

今
後
も
続
く
の
か
、
使
用
料
の
増
額
を
検

討
す
る
の
か
見
通
し
を
伺
う
。
（
東
海
林

委
員
）

　

下
水
道
使
用
料
で
は
維
持
管
理
分
し
か

賄
え
な
い
。
公
債
費
償
還
に
つ
い
て
は
全

額
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
で
賄
わ
れ
て

い
る
。
現
在
の
財
政
状
況
で
は
値
上
げ
を

し
な
く
て
も
良
い
が
、
将
来
的
に
は
料
金

の
あ
り
方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
野
邑
町
長
）

　

下
水
道
管
理
に
つ
い
て
委
託
と
し
て
い

る
が
、
将
来
、
直
営
と
す
る
考
え
は
な
い

か
。
（
山
本
委
員
）

　

維
持
管
理
を
す
る
上
で
の
資
格
、
人
員

配
置
の
関
係
か
ら
委
託
と
し
た
い
。
（
中

原
産
業
建
設
課
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

　

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
一
般
会
計
か
ら
介
護

保
険
事
業
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
理
由
、

利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。
（
本
多
委

員
）

　

国
、
道
か
ら
の
財
源
付
与
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
実
際
の
運
用
で
は
何
ら
変
わ

ら
な
い
。
（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

【
質
疑
・
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

問答問答問答

○
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

■
農
林
水
産
費

■
労
働
費

■
総
括
質
疑

■
土
木
費

○
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

○
水
道
事
業
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
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～私の思い～

　このコーナーは、それぞれの
議員が町づくりや議会活動など
について思いを綴るものです。

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

『健康に暮らすために』
　禁煙のきっかけは、二週間の病院での検査
入院でした。入院中の禁煙を機に退院後もそ
のまま禁煙を続けていたら、三年の歳月が過
ぎていました。タバコを辞めてから健康を考
えるようになり、犬との散歩は毎日の欠かせ
ない日課となりました。しかし、父親譲りの
根っからの酒好きは退院後もやめることがで
きないのが現状です。
　食べるということは、生きるための基本で
あり、家族団らんや友達とのコミュニケーシ
ョンを図るうえでとても重要な役割を果たす
など、生活に深く結びついています。しかし、
食べ過ぎや運動不足が長く続くと脂肪が蓄積
され太ってきます。やせていてもお腹だけポ
ッコリと太ってきたりします。高血圧・高血
糖・脂肪代謝異常などいくつかの危険因子を
併せ持った状態になり、心筋梗塞など命に関
わる病気になるリスクが高まります。
　健康な体で毎日を過ごせるよう食事の内容
を見直し、加工食品やレトルト食品は避け、
無用な間食は控えることが大切です。また、
無理せず適度に疲れる運動を１週間に２～４
回心がけて習慣化していくことが重要です。
　私もこれからは週に１～２回は休酒日をつ
くり、適正体重を維持し、メタボからの脱却
と生活習慣病を未然に防ぐ努力をしていきた
いと思います。
　　　　　　　　　　　　（綴人：細谷久雄）

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから  議会  へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

臨時会の結果
２月７日　第１回臨時会
　議案第 1号　平成 24年度一般会計補正予算
　　　既定の歳入歳出予算にそれぞれ859万円を
　　追加するものです。
　　　原油価格高騰に伴う高齢者、障害者世帯等
　　に対する一世帯あたり１万５千円、110世帯
　　分の福祉灯油助成金165万円、大雪に伴う除
　　雪経費605万円などを追加するものです。
　　　これにより、一般会計予算の総額は 31 億
　　400 万円となりました。

３月29日　第２回臨時会
　報告第１号　中頓別町国民保護計画変更の報告
　　　武力攻撃事態等における国民の保護のため
　　の措置に関する法律に基づき策定している中
　　頓別町国民保護計画を上位法令、関係法令、
　　国・同計画に沿った内容に修正するものです。
　議案第 38号　平成 24年度一般会計補正予算
　　　既定の歳入歳出予算にそれぞれ7,230万円
　　を追加するものです。
　　　国の緊急経済対策に伴う補正予算により、
　　６丁目線、10丁目線整備工事費7,227万円な
　　どを追加するものです。
　　　これにより、一般会計予算の総額は 37 億
　　6,770 万円となりました。
　議案第 39号　平成 25年度一般会計補正予算
　　　既定の歳入歳出予算から、それぞれ 7,570
　　万円を減額するものです。
　　　国の緊急経済対策に伴う補正予算により、
　　６丁目線、10丁目線整備工事費7,227万円を
　　24年度に移行したことなどにより減額するも
　　のです。
　　　これにより、一般会計予算の総額は 28 億
　　2,603 万円となりました。



24日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
25日　広島県大崎上島町交流団歓迎会
27日　北緯45度しばれまつり

５日　第１回定例会
６日　第１回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会（付託審
　　　査）
10日　第１回定例会（サンデー議会）
　　　議会広報編集特別委員会
11日　第１回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会（付託審
　　　査）
12日～13日
　　　予算審査特別委員会
13日　中頓別中学校卒業式
　　　第１回定例会
17日　中頓別小学校卒業式
18日　寿大学卒業式
29日　こども館卒園式
　　　第２回臨時会

議会の動き
25年１月

７日　第１回臨時会
９日　認定こども園生活発表会
22日　議会運営委員会
27日　議会運営委員会

２月

３月

１日　自治記念式
２日　こども館入館式
６日　武部代議士･吉田道議･三好道議を囲む
　　　新春の集い（稚内市）
８日　中頓別小学校入学式（午前）
　　　中頓別中学校入学式（午後）
　　　教育関係者歓迎会
９日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
11日　議会広報編集特別委員会
13日　自由民主党政策懇談会、ＴＰＰについ
　　　ての情勢報告並びに懇談会（稚内市）
18日　議会広報編集特別委員会
　　　寿大学入学式

４月
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編
　
集
　
後
　
記

　
春
暖
の
季
節
を
迎
え
て
町
民
の
皆
さ
ん

も
心
身
と
も
に
新
し
い
魅
力
を
感
じ
な
が

ら
日
々
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
就
職
・
入
学
な
ど
新
し
い
出
会

い
の
中
で
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

町
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
と
そ
れ
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
町

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
り
ま
す
。

　
町
議
会
と
し
て
も
、
本
町
の
人
口
減
少

・
少
子
高
齢
化
を
踏
ま
え
、
子
育
て
支
援

や
産
業
振
興
、
教
育
振
興
に
力
を
注
ぎ
、

『
町
民
に
や
さ
し
い
』
・
『
町
民
と
の
協

働
』
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
身
近
な
福
祉
や
教
育
、
防
災
や
町
の
将

来
に
関
す
る
議
案
な
ど
他
町
に
誇
れ
る
魅

力
あ
る
町
と
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
案

を
審
議
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
議
会
へ

の
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
き
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
『
議
会
だ
よ
り
』
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
と
議
会
を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
、
町
民
の

合
意
を
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
町

か
ら
の
提
案
議
案
の
審
議
、
議
員
提
案
、

一
般
質
問
を
定
例
会
ご
と
に
町
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
議
会
や

議
員
活
動
の
全
て
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
そ
の
役
割
を
十
分
果
た
せ

る
よ
う
紙
面
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
細
）

                  

                  

                  

１年間の働きぶりにあなたの採点は？ 

議員の活動実績と一般質問回数 
  （平成２４年４月～平成２５年３月） 

定例会・臨時会 各種委員会 会議名

 

議員名 
出席義

務日数

出席

日数

出席義

務日数 

出席 

日数 

一般

質問

回数

宮 崎 泰 宗 １５ １５ ２５ ２５ ４ 

細 谷 久 雄 １５ １５ ３５ ３５ ４ 

本多夕紀江 １５ １５ ２５ ２５ ４ 

東海林繁幸 １５ １５ ２５ ２５ ４ 

星川三喜男 １５ １５ ２５ ２５ ４ 

山 本 得 惠 １５ １５ １５ １５ ２ 

柳 澤 雅 宏 １５ １３ ２５ ２３ ３ 

村 山 義 明 １５ １４ ２５ ２５ - 

（注１）議員名は議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長） 

（注２）各種委員会は、常任委員会、議会運営委員会、議会広

報編集特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特

別委員会等を指します。 

（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。 

（注４）一部事務組合議会議員（本多議員、宮崎議員、山本議

員、細谷議員）の日数は含まれていません。 

3月11日、甚大な被害をもたらした東日本大震災から２年
開会前に全員で犠牲者に対し1分間の黙祷を捧げました。


